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番　号 件　　　　　　　　名 結　　　果

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
三波川財産区管理会委員の選任について
社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費税法の一部を
改正する等の法律等の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
藤岡市歯と口の健康づくりの推進に関する条例の制定について
地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講ずるための関係法律
の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について
藤岡市保育園条例の一部改正について
藤岡市小口資金融資促進条例の一部改正について
ららん藤岡の設置及び管理に関する条例の一部改正について
藤岡市鳥獣被害対策実施隊設置条例の制定について
藤岡市体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について
藤岡市体験学習館の設置及び管理に関する条例の一部改正について
藤岡市立学校設置条例の一部改正について
藤岡市社会教育委員設置条例の一部改正について
藤岡市職員の給与に関する条例の一部改正について
公の施設（高崎市南部野球場）の設置に関する高崎市との協議について
市道路線の廃止について
市道路線の認定について
平成２５年度藤岡市一般会計補正予算（第３号）
平成２５年度藤岡市国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）
平成２５年度藤岡市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
平成２５年度藤岡市介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）
平成２５年度藤岡市介護老人保健施設特別会計補正予算（第１号）
平成２５年度藤岡市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）
平成２５年度藤岡市学校給食センター事業特別会計補正予算（第１号）
平成２５年度藤岡市下水道事業特別会計補正予算（第３号）
平成２５年度藤岡市特定地域生活排水処理事業特別会計補正予算（第１号）
平成２５年度藤岡市簡易水道事業等特別会計補正予算（第１号）
平成２５年度藤岡市三波川財産区特別会計補正予算（第１号）
平成２５年度藤岡市水道事業会計補正予算（第４号）
平成２５年度藤岡市国民健康保険鬼石病院事業会計補正予算（第１号）
平成２６年度藤岡市一般会計予算
平成２６年度藤岡市国民健康保険事業勘定特別会計予算
平成２６年度藤岡市後期高齢者医療特別会計予算
平成２６年度藤岡市介護保険事業勘定特別会計予算
平成２６年度藤岡市介護老人保健施設特別会計予算
平成２６年度藤岡市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算
平成２６年度藤岡市学校給食センター事業特別会計予算
平成２６年度藤岡市下水道事業特別会計予算
平成２６年度藤岡市特定地域生活排水処理事業特別会計予算
平成２６年度藤岡市簡易水道事業等特別会計予算
平成２６年度藤岡市三波川財産区特別会計予算
平成２６年度藤岡市水道事業会計予算
平成２６年度藤岡市国民健康保険鬼石病院事業会計予算
工事委託協定の締結の議決事項の変更について
平成２５年度藤岡市一般会計補正予算（第４号）
平成２６年度藤岡市一般会計補正予算（第１号）

「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかなる制定を求める意見書の提出について
「手話言語法」の制定を求める意見書の提出について
豪雪被害からの生活再建及び早期復旧に関する意見書の提出について
藤岡市議会会議規則の一部改正について

「手話言語法」の制定を求める請願

「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかなる制定を求める意見書に関する陳情

諮問１号
第 １ 号
第 ２ 号

第 ３ 号
第 ４ 号

第 ５ 号
第 ６ 号
第 ７ 号
第 ８ 号
第 ９ 号
第１０号
第１１号
第１２号
第１３号
第１４号
第１５号
第１６号
第１７号
第１８号
第１９号
第２０号
第２１号
第２２号
第２３号
第２４号
第２５号
第２６号
第２７号
第２８号
第２９号
第３０号
第３１号
第３２号
第３３号
第３４号
第３５号
第３６号
第３７号
第３８号
第３９号
第４０号
第４１号
第４２号
第４３号
第４４号
第４５号

第 １ 号
第 ２ 号
第 ３ 号
第 ４ 号

第 １ 号

第 １ 号

異議なし（全員一致）
同意（全員一致）
可決（多数）

可決（全員一致）
可決（全員一致）

可決（多数）
可決（全員一致）
可決（多数）
可決（全員一致）
可決（多数）
可決（多数）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（多数）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（多数）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（多数）
可決（全員一致）
可決（多数）
可決（全員一致）
可決（全員一致）

可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）

採択（全員一致）

採択（全員一致）

議 案 等 審 議 結 果 〈 3 月 定 例 会 〉

市長提出議案

議員提出議案

請　　願

陳　　情

　
定
例
会
は
、
２
月
２８
日
か
ら
３
月
１９

日
ま
で
の
２０
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
平
成
２６
年
度
藤
岡
市
一
般
会
計
予
算

な
ど
４９
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◇
２８
・
３
日
＝
本
会
議
　
会
期
の
決
定
。

　
　
　
　
市
長
提
出
議
案
４２
件
を
上
程
、

　
　
　
　
う
ち
２７
議
案
を
即
決
。

◇
４
日
＝
経
済
建
設
常
任
委
員
会
。

　
　
　
　
教
務
厚
生
常
任
委
員
会
。

◇
１０
・
１１
日
＝
予
算
特
別
委
員
会
。

◇
１４
・
１７
日
＝
本
会
議
　
一
般
質
問
。

◇
１９
日
＝
本
会
議
　
委
員
会
付
託
議
案

　
　
　
　
１５
件
を
可
決
。
追
加
議
案
３

　
　
　
　
件
を
即
決
。
議
員
提
出
議
案

　
　
　
　
４
件
を
即
決
。

　
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
豪
雪
か
ら
三
ヶ
月
が
経
ち
、

山
の
若
葉
も
次
第
に
色
濃
く
な
り
、

さ
わ
や
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
会
で
は
、
平
成
２６
年

度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
各

議
案
の
議
決
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
豪
雪
被
害
対
策
の
補
正
予
算

を
審
議
し
、
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
１０
名
の
議
員
が

行
い
、
藤
岡
市
の
将
来
に
つ
い
て

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ

て
、
議
会
の
活
動
を
わ
か
り
や
す

く
お
伝
え
で
き
る
よ
う
、
議
会
だ

よ
り
を
編
集
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
　

員
　

長
　
　
松 

村
　
晋 

之

副
委
員
長
　
　
青 

木
　
貴 

俊

委
　
　
員
　
　
渡 

辺
　
徳 

治

委
　
　
員
　
　
岩 

　
　
和 

則

委
　
　
員
　
　
佐 

藤 
 

 
 

淳

委
　
　
員
　
　
　
　
　
　
　
　

委
　
　
員
　
　
冬 

木
　
一 

俊

委
　
　
員
　
　
隅 

田 

川
　
徳 

一

斉  

藤
　
千
枝
子



大
雪
対
策
に
つ
い
て

渡 

辺 

新 

一 

郎

　
　
藤
岡
市
の
被
害
状
況
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
人
的
被
害
に
つ
い
て
は
、

死
亡
１
件
、
重
軽
傷
８７
件
、
住

家
被
害
２
８
３
４
件
、
工
場
、

店
舗
等
の
非
住
家
被
害
２
７
８

件
、
物
置
、
カ
ー
ポ
ー
ト
な
ど

そ
の
他
建
物
被
害
４
０
１
０
件

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
用
施
設
の
被
害
は
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
及
び
ガ
ラ
ス
ハ

ウ
ス
、
畜
舎
、
農
業
用
倉
庫
な

ど
、
全
棟
数
で
１
０
６
１
棟
、

被
害
額
は
４
億
９
２
９
３
万
円
、

イ
チ
ゴ
や
ト
マ
ト
な
ど
の
農
作

物
に
係
る
農
業
被
害
額
は
、
１４

億
４
６
６
２
万
円
。
家
畜
の
被

害
で
は
、
４
農
家
で
、
牛
６
頭
、

豚
２０
頭
、
ヒ
ヨ
コ
３
５
０
０
羽
、

ま
た
１０
農
家
で
、
収
集
業
務
不

能
に
伴
い
牛
乳
が
２
万
７
４
５

０
ｋｇ
廃
棄
と
な
り
、
当
該
被
害

額
は
４
９
９
万
円
で
、
市
全
体

の
農
業
被
害
額
の
総
額
は
１９
億

４
４
５
４
万
円
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
除
雪
の
基
準
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
　
積
雪
が
１０
ｃｍ
に
達
し
、
さ

ら
に
降
雪
が
進
む
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
時
、
ま
た
１０
ｃｍ
以
下
で

も
、
交
通
の
障
害
と
な
る
と
見

込
ま
れ
る
時
に
除
雪
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
道
路
除
雪
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
道
１７
号
は
国
土
交
通
省
、
他

の
国
道
及
び
県
道
に
つ
い
て
は

群
馬
県
、
市
道
に
つ
い
て
は
藤

岡
市
が
行
い
ま
す
。
市
道
の
主

要
１
２
０
路
線
を
優
先
し
、
約

１
７
０
ｋｍ
を
市
内
３６
の
建
設
業

者
と
委
託
契
約
し
て
除
雪
を
行

っ
て
い
ま
す
。

藤
岡
市
の
開
発
に
つ
い
て

　
　
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
見
直
し

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
「
藤
岡
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
域
整

備
構
想
」
の
見
直
し
を
す
る
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
藤
岡
イ

ン
タ
ー
西
の
北
部
工
業
団
地
付

近
に
産
業
団
地
を
整
備
す
る
計

画
が
あ
り
ま
す
。
地
元
「
藤
岡

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
西
産
業
団

地
推
進
委
員
会
」
よ
り
、
工
業

団
地
造
成
事
業
の
要
望
書
が
提

出
さ
れ
て
お
り
、
事
業
化
に
向

け
た
協
議
を
群
馬
県
と
行
っ
て

い
ま
す
。

　
　
小
野
地
区
の
八
高
線
新
駅

設
置
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
新
駅
を
設
置
す
る
た
め
に

は
、
一
日
当
り
３
５
０
０
人
程

度
の
新
規
利
用
者
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
、
用
地
や
建
設
費
を
市

が
負
担
す
る
こ
と
、
周
辺
の
施

設
整
備
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
な

ど
の
条
件
が
あ
り
、
極
め
て
困

難
な
状
況
で
す
。

認
知
症
高
齢
者
支
援
に

つ
い
て

斉 

藤 

千 

枝 

子

　
　
認
知
症
施
策
推
進
５
カ
年

計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
標
準
的
な
認
知
症
ケ
ア
パ

ス
の
作
成
、
普
及
、
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
、
サ
ポ
ー
タ
ー
、

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の
配

置
及
び
地
域
ケ
ア
会
議
の
普
及
、

定
着
な
ど
を
平
成
２９
年
度
末
ま

で
に
整
備
す
る
も
の
で
す
。
本

市
で
は
、
平
成
２６
年
度
に
地
域

ケ
ア
会
議
の
機
能
強
化
を
図
り
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
強
化
な
ど
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
計
画
期
間
内
に

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の
配

置
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
軽
度
認
知
障
害
の
人
の
半

数
は
何
も
し
な
け
れ
ば
認
知
症

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ

の
軽
度
認
知
障
害
の
状
態
を
、

１０
分
程
度
で
そ
の
場
で
判
別
で

き
る
「
頭
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」

が
導
入
で
き
な
い
か
、
ま
た
生

活
機
能
評
価
に
つ
い
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
が
回
収
さ
れ
な
い
方
に

対
し
、
調
べ
直
す
こ
と
が
で
き

な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　
「
頭
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」

に
つ
い
て
は
、
先
進
地
の
状
況

を
参
考
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
生
活
機
能

評
価
の
未
回
収
分
に
つ
い
て
も

再
度
検
討
し
、
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
る

認
知
症
の
方
や
家
族
な
ど
、
誰
で

も
気
軽
に
集
え
る
居
場
所
・
カ
フ

ェ
が
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。�

　
　
認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
専
門

家
や
サ
ポ
ー
タ
ー
、
家
族
の
方

の
協
力
も
必
要
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
先
進
地
の
事
例
等
を
参

考
に
関
係
者
と
協
議
を
し
、
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

動
物
愛
護
に
つ
い
て

　
　
昨
年
９
月
に
動
物
愛
護
管

理
法
が
改
正
さ
れ
、
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
が
改
正
点
を
伺
い
ま

す
。

　
　
主
な
改
正
点
と
し
て
、
動

物
を
飼
う
方
の
終
生
飼
養
の
責

務
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
保
健

所
で
は
、
販
売
業
者
か
ら
の
引

き
取
り
、
同
じ
飼
い
主
の
繰
り

返
し
依
頼
や
老
齢
や
病
気
を
理

由
と
し
た
引
き
取
り
を
拒
否
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
飼
い
主
が
命
に
責
任
を
持

つ
意
識
啓
発
や
、
猫
に
首
輪
の

装
着
な
ど
の
指
導
、
ま
た
不
幸

な
犬
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

も
、
避
妊
去
勢
手
術
に
助
成
で

き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　
飼
う
人
及
び
周
り
の
人
に
、

意
識
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、

猫
に
対
す
る
去
勢
や
避
妊
の
助

成
事
業
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

調
査
年
月
日
◆
平
成
２５
年
７
月
２６
日
（
金
） 

午
後
１
時
３０
分
よ
り

委
　

員
　

長
　
大
久
保
協
城

副
委
員
長
　
渡
辺
　
徳
治

委
　
　
員
　
高
桑
　
藤
雄

委
　
　
員
　
橋
本
　
新
一

委
　
　
員
　
岩
　
　
和
則

委
　
　
員
　
佐
藤
　
　
淳

委
　
　
員
　
冬
木
　
一
俊

　
藤
岡
市
の
児
童
数
は
減
少

の
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
核

家
族
化
・
共
働
き
家
庭
や
一

人
親
家
庭
の
増
加
に
と
も
な

い
、
平
井
・
日
野
地
区
で
の

学
童
保
育
の
需
要
が
高
ま
っ

た
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち

が
放
課
後
も
健
康
で
、
安
心

し
て
安
全
な
生
活
が
送
れ
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
学
童
保
育
所
の
施
設

整
備
を
進
め
、
み
ど
の
学
童

ク
ラ
ブ
と
し
て
平
成
２５
年
１

月
末
に
竣
工
と
な
り
ま
し
た
。

　
定
員
４０
人
の
施
設
は
、
保

育
室
、
図
書
コ
ー
ナ
ー
、
静

養
室
、
洗
面
台
、
給
湯
室
等

を
整
備
し
た
ほ
か
、
日
野
地

区
用
送
迎
車
と
し
て
１０
人
乗

り
ワ
ゴ
ン
車
を
配
備
し
て
い

ま
す
。
共
働
き
家
庭
の
増
加

や
社
会
環
境
の
変
化
、
子
ど

も
た
ち
を
取
り
巻
く
諸
課
題

に
対
し
て
、
子
ど
も
の
安
全

面
か
ら
も
子
育
て
支
援
環
境

の
充
実
を
図
る
こ
と
は
重
要

で
あ
り
、
保
護
者
か
ら
の
要

望
も
増
え
る
中
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
施

設
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
民
間
事
業
者
と
の

協
力
も
得
な
が
ら
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
鬼
石
病
院
の
病
床
数
は
、

一
般
病
棟
５２
床
、
療
養
病
棟

４７
床
で
診
療
科
は
、
内
科
、

外
科
、
整
形
外
科
、
眼
科
と

な
っ
て
い
ま
す
。
急
性
期
か

ら
慢
性
期
医
療
、
リ
ハ
ビ
リ
、

在
宅
医
療
を
展
開
し
、
救
急

医
療
で
は
２４
時
間
対
応
と
な

っ
て
い
ま
す
。
併
設
す
る
介

護
老
人
保
健
施
設
で
は
、
入

所
５０
人
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
２０

人
と
し
、
介
護
及
び
機
能
回

復
訓
練
を
行
い
、
そ
の
自
立

を
支
援
し
、
家
庭
復
帰
を
図

る
こ
と
を
目
標
と
す
る
施
設

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
時
代
に
対
応
す
る

た
め
に
保
健
、
医
療
、
福
祉

の
連
携
の
も
と
に
、
包
括
的

地
域
医
療
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
人
口
減
少
が
顕
著
に
現
れ

て
い
る
こ
の
地
域
診
療
圏
に

お
い
て
、
医
療
、
介
護
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
過

疎
化
の
進
行
に
よ
り
高
齢
者

人
口
は
一
層
増
加
す
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
療
養
病
床
や

老
人
保
健
施
設
、
特
殊
診
療

科
の
充
実
は
、
今
後
も
必
要

で
あ
り
、
地
域
住
民
が
老
後

ま
で
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
た
め
の
医
療
環
境
整
備

を
担
う
地
域
医
療
施
設
の
役

割
は
多
大
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

所
管
調
査

所
管
調
査











大
雪
対
策
に
つ
い
て

渡 

辺 

新 

一 

郎

　
　
藤
岡
市
の
被
害
状
況
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
人
的
被
害
に
つ
い
て
は
、

死
亡
１
件
、
重
軽
傷
８７
件
、
住

家
被
害
２
８
３
４
件
、
工
場
、

店
舗
等
の
非
住
家
被
害
２
７
８

件
、
物
置
、
カ
ー
ポ
ー
ト
な
ど

そ
の
他
建
物
被
害
４
０
１
０
件

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
用
施
設
の
被
害
は
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
及
び
ガ
ラ
ス
ハ

ウ
ス
、
畜
舎
、
農
業
用
倉
庫
な

ど
、
全
棟
数
で
１
０
６
１
棟
、

被
害
額
は
４
億
９
２
９
３
万
円
、

イ
チ
ゴ
や
ト
マ
ト
な
ど
の
農
作

物
に
係
る
農
業
被
害
額
は
、
１４

億
４
６
６
２
万
円
。
家
畜
の
被

害
で
は
、
４
農
家
で
、
牛
６
頭
、

豚
２０
頭
、
ヒ
ヨ
コ
３
５
０
０
羽
、

ま
た
１０
農
家
で
、
収
集
業
務
不

能
に
伴
い
牛
乳
が
２
万
７
４
５

０
ｋｇ
廃
棄
と
な
り
、
当
該
被
害

額
は
４
９
９
万
円
で
、
市
全
体

の
農
業
被
害
額
の
総
額
は
１９
億

４
４
５
４
万
円
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
除
雪
の
基
準
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
　
積
雪
が
１０
ｃｍ
に
達
し
、
さ

ら
に
降
雪
が
進
む
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
時
、
ま
た
１０
ｃｍ
以
下
で

も
、
交
通
の
障
害
と
な
る
と
見

込
ま
れ
る
時
に
除
雪
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
道
路
除
雪
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
道
１７
号
は
国
土
交
通
省
、
他

の
国
道
及
び
県
道
に
つ
い
て
は

群
馬
県
、
市
道
に
つ
い
て
は
藤

岡
市
が
行
い
ま
す
。
市
道
の
主

要
１
２
０
路
線
を
優
先
し
、
約

１
７
０
ｋｍ
を
市
内
３６
の
建
設
業

者
と
委
託
契
約
し
て
除
雪
を
行

っ
て
い
ま
す
。

藤
岡
市
の
開
発
に
つ
い
て

　
　
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
見
直
し

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
「
藤
岡
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
域
整

備
構
想
」
の
見
直
し
を
す
る
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
藤
岡
イ

ン
タ
ー
西
の
北
部
工
業
団
地
付

近
に
産
業
団
地
を
整
備
す
る
計

画
が
あ
り
ま
す
。
地
元
「
藤
岡

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
西
産
業
団

地
推
進
委
員
会
」
よ
り
、
工
業

団
地
造
成
事
業
の
要
望
書
が
提

出
さ
れ
て
お
り
、
事
業
化
に
向

け
た
協
議
を
群
馬
県
と
行
っ
て

い
ま
す
。

　
　
小
野
地
区
の
八
高
線
新
駅

設
置
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
新
駅
を
設
置
す
る
た
め
に

は
、
一
日
当
り
３
５
０
０
人
程

度
の
新
規
利
用
者
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
、
用
地
や
建
設
費
を
市

が
負
担
す
る
こ
と
、
周
辺
の
施

設
整
備
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
な

ど
の
条
件
が
あ
り
、
極
め
て
困

難
な
状
況
で
す
。

認
知
症
高
齢
者
支
援
に

つ
い
て

斉 

藤 

千 

枝 

子

　
　
認
知
症
施
策
推
進
５
カ
年

計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
標
準
的
な
認
知
症
ケ
ア
パ

ス
の
作
成
、
普
及
、
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
、
サ
ポ
ー
タ
ー
、

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の
配

置
及
び
地
域
ケ
ア
会
議
の
普
及
、

定
着
な
ど
を
平
成
２９
年
度
末
ま

で
に
整
備
す
る
も
の
で
す
。
本

市
で
は
、
平
成
２６
年
度
に
地
域

ケ
ア
会
議
の
機
能
強
化
を
図
り
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
強
化
な
ど
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
計
画
期
間
内
に

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の
配

置
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
軽
度
認
知
障
害
の
人
の
半

数
は
何
も
し
な
け
れ
ば
認
知
症

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ

の
軽
度
認
知
障
害
の
状
態
を
、

１０
分
程
度
で
そ
の
場
で
判
別
で

き
る
「
頭
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」

が
導
入
で
き
な
い
か
、
ま
た
生

活
機
能
評
価
に
つ
い
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
が
回
収
さ
れ
な
い
方
に

対
し
、
調
べ
直
す
こ
と
が
で
き

な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　
「
頭
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」

に
つ
い
て
は
、
先
進
地
の
状
況

を
参
考
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
生
活
機
能

評
価
の
未
回
収
分
に
つ
い
て
も

再
度
検
討
し
、
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
る

認
知
症
の
方
や
家
族
な
ど
、
誰
で

も
気
軽
に
集
え
る
居
場
所
・
カ
フ

ェ
が
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。�

　
　
認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
専
門

家
や
サ
ポ
ー
タ
ー
、
家
族
の
方

の
協
力
も
必
要
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
先
進
地
の
事
例
等
を
参

考
に
関
係
者
と
協
議
を
し
、
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

動
物
愛
護
に
つ
い
て

　
　
昨
年
９
月
に
動
物
愛
護
管

理
法
が
改
正
さ
れ
、
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
が
改
正
点
を
伺
い
ま

す
。

　
　
主
な
改
正
点
と
し
て
、
動

物
を
飼
う
方
の
終
生
飼
養
の
責

務
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
保
健

所
で
は
、
販
売
業
者
か
ら
の
引

き
取
り
、
同
じ
飼
い
主
の
繰
り

返
し
依
頼
や
老
齢
や
病
気
を
理

由
と
し
た
引
き
取
り
を
拒
否
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
飼
い
主
が
命
に
責
任
を
持

つ
意
識
啓
発
や
、
猫
に
首
輪
の

装
着
な
ど
の
指
導
、
ま
た
不
幸

な
犬
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

も
、
避
妊
去
勢
手
術
に
助
成
で

き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　
飼
う
人
及
び
周
り
の
人
に
、

意
識
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、

猫
に
対
す
る
去
勢
や
避
妊
の
助

成
事
業
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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も
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的
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に
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が
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に
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る
こ
の
地
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に
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て
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く
環
境
は
厳
し
く
、
過

疎
化
の
進
行
に
よ
り
高
齢
者

人
口
は
一
層
増
加
す
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
療
養
病
床
や

老
人
保
健
施
設
、
特
殊
診
療

科
の
充
実
は
、
今
後
も
必
要

で
あ
り
、
地
域
住
民
が
老
後

ま
で
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
た
め
の
医
療
環
境
整
備

を
担
う
地
域
医
療
施
設
の
役

割
は
多
大
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

所
管
調
査

所
管
調
査
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番　号 件　　　　　　　　名 結　　　果

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
三波川財産区管理会委員の選任について
社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費税法の一部を
改正する等の法律等の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
藤岡市歯と口の健康づくりの推進に関する条例の制定について
地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講ずるための関係法律
の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について
藤岡市保育園条例の一部改正について
藤岡市小口資金融資促進条例の一部改正について
ららん藤岡の設置及び管理に関する条例の一部改正について
藤岡市鳥獣被害対策実施隊設置条例の制定について
藤岡市体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について
藤岡市体験学習館の設置及び管理に関する条例の一部改正について
藤岡市立学校設置条例の一部改正について
藤岡市社会教育委員設置条例の一部改正について
藤岡市職員の給与に関する条例の一部改正について
公の施設（高崎市南部野球場）の設置に関する高崎市との協議について
市道路線の廃止について
市道路線の認定について
平成２５年度藤岡市一般会計補正予算（第３号）
平成２５年度藤岡市国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）
平成２５年度藤岡市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
平成２５年度藤岡市介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）
平成２５年度藤岡市介護老人保健施設特別会計補正予算（第１号）
平成２５年度藤岡市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）
平成２５年度藤岡市学校給食センター事業特別会計補正予算（第１号）
平成２５年度藤岡市下水道事業特別会計補正予算（第３号）
平成２５年度藤岡市特定地域生活排水処理事業特別会計補正予算（第１号）
平成２５年度藤岡市簡易水道事業等特別会計補正予算（第１号）
平成２５年度藤岡市三波川財産区特別会計補正予算（第１号）
平成２５年度藤岡市水道事業会計補正予算（第４号）
平成２５年度藤岡市国民健康保険鬼石病院事業会計補正予算（第１号）
平成２６年度藤岡市一般会計予算
平成２６年度藤岡市国民健康保険事業勘定特別会計予算
平成２６年度藤岡市後期高齢者医療特別会計予算
平成２６年度藤岡市介護保険事業勘定特別会計予算
平成２６年度藤岡市介護老人保健施設特別会計予算
平成２６年度藤岡市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算
平成２６年度藤岡市学校給食センター事業特別会計予算
平成２６年度藤岡市下水道事業特別会計予算
平成２６年度藤岡市特定地域生活排水処理事業特別会計予算
平成２６年度藤岡市簡易水道事業等特別会計予算
平成２６年度藤岡市三波川財産区特別会計予算
平成２６年度藤岡市水道事業会計予算
平成２６年度藤岡市国民健康保険鬼石病院事業会計予算
工事委託協定の締結の議決事項の変更について
平成２５年度藤岡市一般会計補正予算（第４号）
平成２６年度藤岡市一般会計補正予算（第１号）

「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかなる制定を求める意見書の提出について
「手話言語法」の制定を求める意見書の提出について
豪雪被害からの生活再建及び早期復旧に関する意見書の提出について
藤岡市議会会議規則の一部改正について

「手話言語法」の制定を求める請願

「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかなる制定を求める意見書に関する陳情

諮問１号
第 １ 号
第 ２ 号

第 ３ 号
第 ４ 号

第 ５ 号
第 ６ 号
第 ７ 号
第 ８ 号
第 ９ 号
第１０号
第１１号
第１２号
第１３号
第１４号
第１５号
第１６号
第１７号
第１８号
第１９号
第２０号
第２１号
第２２号
第２３号
第２４号
第２５号
第２６号
第２７号
第２８号
第２９号
第３０号
第３１号
第３２号
第３３号
第３４号
第３５号
第３６号
第３７号
第３８号
第３９号
第４０号
第４１号
第４２号
第４３号
第４４号
第４５号

第 １ 号
第 ２ 号
第 ３ 号
第 ４ 号

第 １ 号

第 １ 号

異議なし（全員一致）
同意（全員一致）
可決（多数）

可決（全員一致）
可決（全員一致）

可決（多数）
可決（全員一致）
可決（多数）
可決（全員一致）
可決（多数）
可決（多数）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（多数）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（多数）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（多数）
可決（全員一致）
可決（多数）
可決（全員一致）
可決（全員一致）

可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）

採択（全員一致）

採択（全員一致）

議 案 等 審 議 結 果 〈 3 月 定 例 会 〉

市長提出議案

議員提出議案

請　　願

陳　　情

　
定
例
会
は
、
２
月
２８
日
か
ら
３
月
１９

日
ま
で
の
２０
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
平
成
２６
年
度
藤
岡
市
一
般
会
計
予
算

な
ど
４９
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◇
２８
・
３
日
＝
本
会
議
　
会
期
の
決
定
。

　
　
　
　
市
長
提
出
議
案
４２
件
を
上
程
、

　
　
　
　
う
ち
２７
議
案
を
即
決
。

◇
４
日
＝
経
済
建
設
常
任
委
員
会
。

　
　
　
　
教
務
厚
生
常
任
委
員
会
。

◇
１０
・
１１
日
＝
予
算
特
別
委
員
会
。

◇
１４
・
１７
日
＝
本
会
議
　
一
般
質
問
。

◇
１９
日
＝
本
会
議
　
委
員
会
付
託
議
案

　
　
　
　
１５
件
を
可
決
。
追
加
議
案
３

　
　
　
　
件
を
即
決
。
議
員
提
出
議
案

　
　
　
　
４
件
を
即
決
。

　
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
豪
雪
か
ら
三
ヶ
月
が
経
ち
、

山
の
若
葉
も
次
第
に
色
濃
く
な
り
、

さ
わ
や
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
会
で
は
、
平
成
２６
年

度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
各

議
案
の
議
決
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
豪
雪
被
害
対
策
の
補
正
予
算

を
審
議
し
、
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
１０
名
の
議
員
が

行
い
、
藤
岡
市
の
将
来
に
つ
い
て

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ

て
、
議
会
の
活
動
を
わ
か
り
や
す

く
お
伝
え
で
き
る
よ
う
、
議
会
だ

よ
り
を
編
集
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
　

員
　

長
　
　
松 

村
　
晋 

之

副
委
員
長
　
　
青 

木
　
貴 

俊

委
　
　
員
　
　
渡 

辺
　
徳 

治

委
　
　
員
　
　
岩 

　
　
和 

則

委
　
　
員
　
　
佐 

藤 
 

 
 

淳

委
　
　
員
　
　
　
　
　
　
　
　

委
　
　
員
　
　
冬 

木
　
一 

俊

委
　
　
員
　
　
隅 

田 

川
　
徳 

一

斉  

藤
　
千
枝
子


